
（様式2）

人権尊重のまちづくり・男女共同参
画社会の形成

男女共同参画社会の形成 男女共同参画社会システムの充実6 2 1

部署名

事業実施の手段・手順

(      )

項 1

1

男女共同参画推進費

予算種別

No

県 支 出 金

地 方 債

施策体系

事業の内容（対象・目的・意図）

予算費目
款 2 総務費

男女共同参画推進費細　目

0.1

有 効 性

予算現額（千円） 決算額（円）

支
出
内
訳

19

172,120

消耗品費

通信運搬費

38

234

平成２２年度　事務事業評価シート

課 題

必 要 性

事務事業の評価

人工数（人役） 人件費（円）

138 139,120

3 CHECK

28

人権推進係協働推進課

4 ACTION

2 DO

合　　　計

(      )

(      )

10,000

歳出

0講師謝礼 30

委員報酬 23,000

事業名 男女共同参画プランの推進事業

改 善 策

(      )

172,120

そ の 他

成 果 指 標 の 達 成 度

（
割
合

）

財
源
内
訳

総務監理費 目

会計種別

自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

中項目（施策） 小項目（基本事業）

男女共同参画推進費 一般会計

大項目（政策）

細々目

経常

男女共同参画社会をさらに発展させる
契機となるよう本市では、10月1日を
「女性の日」と定め、「女性の日」記
念事業を実施している。

男女共同参画プランに基づく施策を推
進し、もって男女共同参画の着実な推
進を図る。

・附属機関である男女共同参画審議会
におけるプラン実施計画の策定と同計
画実施状況の検証
・男女共同参画週間（6/23～29）期間
中における意識啓発のための講演会の
開催

継続

1 PLAN

11

事務区分　(根拠法令)

172,120

予算現額（千円） 決算額（円）

国 庫 支 出 金

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

234

一 般 財 源

合　　　計

234

400人500人

活動指標

講演会実施回数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位）

男女共同参画週間講演会参加者数

％

80

１回

B　概ね目標を達成してい
る

人 件 費 概 算

(100)

A　有効性が高いA　必要性が高い

628,000

1回

効 率 性

B　効率性が認められる

その他

A　 計画どおり事業を進めることが適当



（様式2）

平成２２年度　事務事業評価シート 部署名 協働推進課 人権推進係 No 2

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6
人権尊重のまちづくり・男女共同参
画社会の形成

2 男女共同参画社会の形成 1 男女共同参画社会システムの充実

事業名 「女と男の一行詩」募集・刊行事業

予算費目
款 2 総務費 項 1 総務監理費 目 19 男女共同参画推進費

細　目 1 男女共同参画推進費 細々目 1 男女共同参画推進費 会計種別 一般会計

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

男女共同参画社会をさらに発展させる
契機となるよう本市では、10月1日を
「女性の日」と定め、「女性の日」記
念事業を実施している。

身の周りで感じる男女差別や男女平等
への思いを詠んだ一行詩を全国から募
集し、冊子として発行することによ
り、広く男女共同参画に関する意識の
啓発を図る。

・募集記事を市広報・ホームページ・
公募ガイド等に掲載。
・市男女共同参画審議会及び選考審査
会の審査を経て掲載作・受賞作を選
考。
・受賞者に賞状と副賞を授与。
・冊子を作成し関係機関に送付すると
ともに協働推進課・出先機関で販売。
・応募作品を新聞・市広報・ポスター
等で広報。

活動指標 成果指標
成果指標
の到達度

（B/A）募集ポスター・チラシ配布部数 作品応募数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
95.6

予算現額（千円）

(      )

決算額（円）

1300部 1430部 3000件 2897件
％

2 DO

1,699 地 方 債

歳出 予算現額（千円） 決算額（円） 歳入

支
出
内
訳

報償金 10 6,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

消耗品 0

20

(      )

賞賜金 45 45,000 県 支 出 金 (      )

12,400

247,674

印刷製本費 250 207,375 そ の 他 ( 95 )

合　　　計 305 260,074

一 般 財 源 (   5 ) 285

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.4 2,512,000

合　　　計 305 260,074

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い
B　概ね目標を達成してい

る

4 ACTION
課 題 改 善 策

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　 計画どおり事業を進めることが適当

その他



（様式2）

平成２２年度　事務事業評価シート 部署名 協働推進課 人権推進係 No 3

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6
人権尊重のまちづくり・男女共同参
画社会の形成

2 男女共同参画社会の形成 1 男女共同参画社会システムの充実

事業名 「女性の日」事業

予算費目
款 2 総務費 項 1 総務監理費 目 19 男女共同参画推進費

細　目 1 男女共同参画推進費 細々目 1 男女共同参画推進費 会計種別 一般会計

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　） 予算種別 継続 経常

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

男女共同参画社会をさらに発展させる
契機となるよう本市では、10月1日を
「女性の日」と定め、「女性の日」記
念事業を実施している。

市民を対象として「女性の日」創設記
念事業を実施して意識啓発することを
通し、男女共同参画の推進を図る。

・民間委員を含めた準備会で創設記念
事業の素案を作成するとともに、庁内
関係課で構成する実行委員会を設置
し、事業内容を協議。
・女性への感謝のメッセージ及びＰＲ
大使を募集し、記念イベントを開催し
てｱﾄﾗｸｼｮﾝ・記念講演・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ
を実施。
・市内商業施設で啓発物品を配布
・市内協賛店で協賛セールを実施

活動指標 成果指標
成果指標
の到達度

（B/A）「女性の日」創設記念行事チラシ配布数 「女性の日」創設記念行事参加者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
86

予算現額（千円）

(      )

決算額（円）

1000枚 1300枚 500人 430人
％

2 DO

68,450 地 方 債

歳出 予算現額（千円） 決算額（円） 歳入

支
出
内
訳

報償金 0 12,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

普通旅費 0

0

(      )

講師謝礼 200 0 県 支 出 金 (      )

79,400 243,393

消耗品費 100 83,543 そ の 他 (      )

印刷製本費

合　　　計 300 243,393

一 般 財 源 (100) 300

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.45 2,826,000

合　　　計 300 243,393

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い B　効率性が認められる
B　概ね目標を達成してい

る

4 ACTION
課 題 改 善 策

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

A　 計画どおり事業を進めることが適当

その他



（様式2）

人権尊重のまちづくり・男女共同参
画社会の形成

男女共同参画社会の形成 社会活動への参画支援6 2 2

部署名

事業実施の手段・手順

(      )

項 1

1

男女共同参画推進費

予算種別

No

県 支 出 金

地 方 債

施策体系

事業の内容（対象・目的・意図）

予算費目
款 2 総務費

男女共同参画推進費細　目

0.55

有 効 性

予算現額（千円） 決算額（円）

支
出
内
訳

19

196,000196

平成２２年度　事務事業評価シート

課 題

必 要 性

事務事業の評価

人工数（人役） 人件費（円）

3 CHECK

196

人権推進係協働推進課

4 ACTION

2 DO

合　　　計

(      )

(      )

歳出

補助金 196,000

事業名 女性団体連絡協議会運営事業

改 善 策

(      )

196,000

そ の 他

成 果 指 標 の 達 成 度

（
割
合

）

財
源
内
訳

総務監理費 目

会計種別

自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

中項目（施策） 小項目（基本事業）

男女共同参画推進費 一般会計

大項目（政策）

細々目

経常

女性団体連絡協議会の活動を支援する
ため、市（協働推進課）に事務局を設
置している。

市内女性団体で構成される女性団体連
絡協議会の活動を支援することによ
り、女性の社会参画促進とリーダーの
育成を図る。

・市補助金を交付し、活動を財政的に
支援する。
・事務局として、理事会・総会・研修
会・講演会等、事務全般を処理する。

継続

1 PLAN

11

事務区分　(根拠法令)

196,000

予算現額（千円） 決算額（円）

国 庫 支 出 金

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

196

一 般 財 源

合　　　計

196

350人360人

活動指標

同協議会が主催する講演会数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位）

左記事業参加者数

％

97.2

3回

B　概ね目標を達成してい
る

人 件 費 概 算

(100)

A　有効性が高いA　必要性が高い

3,454,000

3回

効 率 性

A　効率性が高い

その他

A　 計画どおり事業を進めることが適当


